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第 １ 苦 情 申 立 人 及 び 関 係 調 達 機 関 の 求 め る 判 断

１ 苦 情 申 立 人

関 係 調 達 機 関 が 行 っ た 「 消 防 防 災 ヘ リ コ プ タ ー 一 式 」 の 調 達

（ 以 下 「 本 件 調 達 」 と い う 。） に 係 る 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 審

査 に つ き ， 再 審 査 を 求 め る 。

２ 関 係 調 達 機 関

関 係 調 達 機 関 が 行 っ た 本 件 調 達 に 係 る 手 続 が ， 政 府 調 達 に 関

す る 協 定 を 改 正 す る 議 定 書 （ 以 下 「 改 正 協 定 」 と い う 。） の 関

係 規 定 に 適 合 す る と の 判 断 を 求 め る 。

第 ２ 事 案 の 概 要

１ 平 成 27 年 4 月 21 日 ， 関 係 調 達 機 関 は ， 本 件 調 達 の 入 札 公 告

を 行 っ た 。

２ 平 成 27 年 5 月 8 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 大 分 県 会 計 管 理 局 用 度 管

財 課 に 対 し ， 競 争 入 札 参 加 資 格 審 査 申 請 書 を 提 出 し た 。

３ 平 成 27 年 5 月 12 日 ， 大 分 県 会 計 管 理 局 用 度 管 財 課 は 苦 情 申

立 人 あ て に ， 競 争 入 札 参 加 資 格 審 査 結 果 通 知 書 を 送 付 し た 。

４ 平 成 27 年 5 月 20 日 ， 関 係 調 達 機 関 は 苦 情 申 立 人 に 対 し て ，

「（ 苦 情 申 立 人 提 案 予 定 の 機 体 は ，）全 長 が 長 く 格 納 で き な い 。」

と 伝 え た 。

５ 平 成 27 年 5 月 22 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 関 係 調 達 機 関 に 対 し ，

一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 を 提 出 し た 。
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６ 平 成 27 年 5 月 25 日 ， 関 係 調 達 機 関 は ， 苦 情 申 立 人 に 対 し ，

応 札 予 定 機 種 の 確 認 を す る と と も に ， 入 札 参 加 資 格 の 有 無 に つ

い て 別 途 通 知 す る 旨 連 絡 し た 。

７ 平 成 27 年 5 月 25 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 関 係 調 達 機 関 に 対 し ，

機 体 格 納 方 法 に つ い て 連 絡 し た 。

８ 平 成 27 年 5 月 27 日 ，関 係 調 達 機 関 は ，苦 情 申 立 人 に 対 し「 １ ．

機 体 寸 法 が 仕 様 に 適 合 し な い た め ， ２ ． 部 品 供 給 体 制 が 確 立 し

て い な い た め 」 の ２ 点 を 理 由 と し て ，「 入 札 参 加 資 格 な し 」 と

す る ， 入 札 参 加 資 格 確 認 結 果 通 知 書 を 送 付 し た 。

９ 平 成 27 年 5 月 28 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 関 係 調 達 機 関 に 対 し ，

異 議 申 立 文 書 を 送 付 し た 。

１ ０ 平 成 27 年 6 月 1 日 ， 関 係 調 達 機 関 は ， 苦 情 申 立 人 以 外 の 入 札

参 加 予 定 者 に 対 し ， 入 札 を 6 月 9 日 に 延 期 す る 旨 の 通 知 文 書 を

送 付 し た 。

１ １ 平 成 27 年 6 月 1 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 関 係 調 達 機 関 に 対 し ， 入

札 参 加 資 格 確 認 結 果 通 知 の 詳 細 な 説 明 を 求 め る 要 請 文 を 送 付 し

た 。

１ ２ 平 成 27 年 6 月 2 日 ， 関 係 調 達 機 関 は ， 苦 情 申 立 人 に 対 し ， 苦

情 申 立 て に 係 る 追 加 説 明 の 要 請 文 を 送 付 し た 。

１ ３ 平 成 27 年 6 月 4 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 関 係 調 達 機 関 に 対 し ， 追

加 説 明 要 請 に 対 す る 回 答 を 送 付 し た 。

１ ４ 平 成 27 年 6 月 5 日 ， 関 係 調 達 機 関 は 再 度 ， 苦 情 申 立 人 に 対 し

「 １ ．機 体 寸 法 が 仕 様 に 適 合 し て い な い 」こ と を 理 由 と し て「 入

札 参 加 資 格 な し 」 と す る 入 札 参 加 資 格 確 認 結 果 通 知 書 を 送 付 し

た 。 こ の 段 階 で ， 平 成 27 年 5 月 27 日 に 「 入 札 参 加 資 格 な し 」

の 理 由 と し て い た 「 ２ ． 部 品 供 給 体 制 が 確 立 し て い な い た め 」

に つ い て は ， 追 加 説 明 文 の 中 で そ の 体 制 の 確 立 に つ い て 明 示 さ
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れ た こ と か ら ， 問 題 と し な い こ と を 示 し た 。

１ ５ 平 成 27 年 6 月 8 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 関 係 調 達 機 関 に 対 し ， 格

納 庫 の 広 さ に 関 す る 照 会 文 を メ ー ル で 送 付 し た 。

１ ６ 平 成 27 年 6 月 9 日 ， 関 係 調 達 機 関 は ， 苦 情 申 立 人 に 対 し ， 格

納 庫 の 広 さ に 関 し て は ， 苦 情 申 立 人 の 誤 解 で あ る 旨 ， メ ー ル で

回 答 し た 。

１ ７ 平 成 27 年 6 月 9 日 ， 関 係 調 達 機 関 は ， 本 件 調 達 に 係 る 入 札 を

執 行 し ， 苦 情 申 立 人 を 除 く 入 札 参 加 予 定 者 ２ 社 が 応 札 し ， そ の

う ち の １ 社 が 落 札 し た 。

１ ８ 平 成 27 年 6 月 15 日 ， 苦 情 申 立 人 は ， 大 分 県 政 府 調 達 苦 情 検

討 委 員 会（ 以 下「 委 員 会 」と い う 。）に 対 し ，苦 情 の 申 立 て（ 以

下 「 本 件 申 立 て 」 と い う 。） を 行 っ た 。

１ ９ 平 成 27 年 6 月 23 日 ， 委 員 会 は ， 委 員 長 の 専 決 で 本 件 申 立 て

を 受 理 し た 。

２ ０ 平 成 27 年 6 月 23 日 ， 委 員 会 は ， 関 係 調 達 機 関 に 対 し ， 契 約

締 結 を す べ き で な い 旨 の 要 請 を 行 っ た 。

２ １ 平 成 27 年 6 月 24 日 ， 委 員 会 は ， 本 件 申 立 て を 受 理 し た 旨 公

示 し た 。

第 ３ 提 出 資 料

１ 苦 情 申 立 人

平 成 27年 6月 15日 付 け 「 政 府 調 達 苦 情 申 立 書 」

平 成 27年 7月 1 3日 付 け 「 政 府 調 達 苦 情 申 立 書 」 及 び 「 政 府 調 達 苦

情 申 立 手 続 に お け る 意 見 書 」

平 成 27年 7月 28日 付 け 「 意 見 陳 述 書 」
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２ 関 係 調 達 機 関

平 成 27 年 7 月 1 日 付 け 「 政 府 調 達 に 関 す る 苦 情 申 立 に 係 る 報 告

書 」

平 成 27 年 7 月 28 日 付 け 「 陳 述 書 」

第 ４ 争 点 及 び 争 点 に 係 る 主 張

本 件 申 立 て の 争 点 は ，

１ 関 係 調 達 機 関 が ， 平 成 27年 6月 5日 付 け 消 保 第 ６ ３ ６ 号 で 苦 情

申 立 人 あ て 通 知 し た 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 結 果 は ， 同 仕 様

書 に 記 載 さ れ て い る 事 項 以 外 の 要 件 に よ り 判 断 さ れ た も の か ど

う か

で あ り ， こ の 争 点 に 関 す る 苦 情 申 立 人 及 び 関 係 調 達 機 関 の 主

張 は ， 以 下 の と お り で あ る 。

（ １ ） 苦 情 申 立 人 の 主 張

一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 審 査 に つ き ， 再 審 査 を 求 め る 。

一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 は ， 入 札 仕 様 書 （ 平 成 27 年 4 月 付 「 消

防 防 災 ヘ リ コ プ タ ー 調 達 仕 様 書 」） に 従 い 判 断 さ れ る べ き と こ

ろ ， 関 係 調 達 機 関 の 平 成 27 年 6 月 5 日 付 け 消 保 第 636 号 通 知 に

示 さ れ た 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 結 果 は ， 同 仕 様 書 に 記 載 さ

れ て い る 事 項 以 外 の 要 件 に よ り 参 加 資 格 を 判 断 し た も の で あ

り ， 不 当 で あ る 。

よ り 具 体 的 に は ， 仕 様 書 で 謳 わ れ て い る 機 体 寸 法 は ，「 大 分
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県 防 災 航 空 隊 格 納 庫 （ 有 効 寸 法 幅 15.64 ｍ × 奥 行 き 16.85 ｍ × 高

さ 4.8 ｍ ） に 主 回 転 翼 を 折 り た た む こ と な く 収 納 で き ， 格 納 庫

内 で 手 回 し に よ る 回 転 翼 の 点 検 整 備 が で き る こ と 。」 で あ る と

こ ろ ， 苦 情 申 立 人 が 入 札 を 予 定 し て い た 機 体 は ， こ の 仕 様 書 の

寸 法 を 満 足 す る も の で あ る 。

そ れ に も か か わ ら ず ， 関 係 調 達 機 関 は ， 仕 様 書 に 示 し た 機 体

寸 法 は 「 緊 急 時 の 出 入 庫 や 日 々 の 整 備 点 検 を 円 滑 に 実 施 で き る

寸 法 で あ る こ と を 示 し た も の で あ る 」 と し て ， 苦 情 申 立 人 が 入

札 を 予 定 し て い た 機 体 が 「 機 体 と 天 井 や 側 壁 と の 間 隔 が 狭 い た

め ， 出 入 庫 時 の 機 体 の 方 向 転 換 を は じ め ， テ ー ル ロ ー タ ー の 位

置 変 換 や 安 全 確 認 等 の 作 業 を 強 い ら れ る こ と と な り ， 迅 速 ・ 円

滑 な 活 動 を 前 提 と し て 示 し た 機 体 寸 法 の 仕 様 要 件 を 満 た し て い

な い 」 な ど と ， 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 要 件 を 根 拠 に し て 入

札 参 加 資 格 が な い と 判 断 し た も の で あ る 。

（ ２ ） 関 係 調 達 機 関 の 主 張

ア 仕 様 書 記 載 の 要 件 に つ い て

本 件 入 札 は ， 平 成 27 年 4 月 21 日 付 け の 大 分 県 報 に 登 載 し

た 競 争 入 札 に 関 す る 告 示 及 び 仕 様 書 に お い て ， 調 達 す る 物 品

の 名 称 を 「 消 防 防 災 ヘ リ コ プ タ ー 」（ 以 下 「 防 災 ヘ リ 」 と い

う 。） と 明 示 し て お り ， 特 定 の 用 途 に 供 す る ヘ リ コ プ タ ー に

関 す る も の で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。

ま た ， 仕 様 書 で は ， 第 ６ で 「 ２ ホ バ リ ン グ 能 力 」，「 ３ 消

火 活 動 能 力 」，「 ５ 患 者 搬 送 能 力 」 等 の 救 助 ， 消 火 ， 救 急 等

の 重 要 か つ 緊 急 の 用 務 に 必 要 な 能 力 を 要 求 し て お り ， 防 災 ヘ

リ の 使 用 目 的 が 特 殊 な も の で あ る こ と を 示 し て い る 。
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防 災 ヘ リ は ， 人 命 救 助 を 最 優 先 の 任 務 と し て お り ， そ の 活

動 に は 極 め て 高 度 な 緊 急 性 が 要 求 さ れ る 。 一 旦 出 動 要 請 が あ

っ た 場 合 に は ， 一 分 一 秒 を 争 う 状 況 の 中 で 迅 速 に 出 動 体 制 を

整 え る 必 要 が あ る こ と か ら ， 出 庫 時 の 機 体 の 移 動 方 法 は 余 分

な 作 業 の 発 生 し な い 直 進 が 原 則 と な り ， 通 常 の 格 納 方 法 は 入

口 に 対 し て 縦 置 き と な る 。

こ う し た こ と か ら ， 防 災 ヘ リ を 保 有 す る 全 国 の 全 て の 自 治

体 で 直 進 移 動 に よ る 格 納 方 法 が 用 い ら れ て お り ， そ の ほ と ん

ど が 縦 置 き で あ る 。 例 外 的 に 斜 め に 格 納 す る 例 も あ る が ， そ

の 場 合 で も 出 庫 の 度 に 方 向 転 換 を 要 す る よ う な 格 納 方 法 は 採

用 さ れ て い な い 。

（ ※ 全 ７ 機 を 保 有 す る 東 京 消 防 庁 立 川 飛 行 場 で も ， 直 進 可 能

な 機 体 配 置 が 基 本 と さ れ る 。 点 検 等 の た め に 業 者 が 持 ち 帰 り

保 管 す る 機 体 が 常 時 あ り ， 格 納 状 況 は 一 定 し て い な い が ， 駐

機 数 が 多 く 全 て を 直 進 可 能 な 配 置 と で き な い 場 合 に は ， 出 動

予 定 順 位 の 高 い 機 体 を あ ら か じ め 前 方 に 配 置 す る な ど ， 支 障

を 来 さ な い 体 制 が 採 ら れ て い る 。）

こ の よ う に ， 苦 情 申 立 人 の 提 案 す る 機 体 を 斜 め に 格 納 し 出

庫 の 度 に 方 向 転 換 し な が ら 移 動 さ せ る 方 法 は ， 極 め て 特 殊 な

も の で あ り ， 防 災 ヘ リ の 運 用 に お い て は 通 常 採 用 さ れ な い 方

法 で あ る 。

先 に 述 べ た よ う に ， 入 札 の 告 示 及 び 仕 様 書 に は 防 災 ヘ リ の

調 達 で あ る こ と を 明 記 し て い る こ と か ら ， 仕 様 書 記 載 の 構 造

等 は ， 当 然 に そ の 用 途 に 従 っ た 要 件 を 設 定 し た も の で あ る 。

仕 様 書 第 ５ の ２ 機 体 寸 法 に 示 し た ，「 大 分 県 防 災 航 空 隊 格 納

庫 （ 有 効 寸 法 幅 15.64 ｍ × 奥 行 き 16.85 ｍ × 高 さ 4.8 ｍ ） に 主 回

転 翼 を 折 り た た む こ と な く 収 納 で き 」 る ， と い う 要 件 は ， 防
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災 ヘ リ の 用 途 に 即 し て ， 機 体 と 本 件 格 納 庫 と の 間 に 十 分 な 余

裕 を 確 保 し た 上 で 迅 速 に 入 出 庫 で き る よ う に と い う こ と を 示

し た も の で あ り ， 格 納 庫 内 に 物 理 的 に 収 納 で き る こ と を も っ

て こ の 要 件 を 満 た し て い る と は い え な い 。

当 該 機 の 場 合 ， 入 出 庫 に お い て ， 機 体 と 格 納 庫 と の 間 に 十

分 な 余 裕 が な い た め ， 入 出 庫 の 都 度 ， 時 間 と 労 力 を 要 す る 方

向 転 換 を 強 い ら れ ， 迅 速 な 入 出 庫 が 不 可 能 で あ る こ と か ら ，

高 度 な 緊 急 性 が 求 め ら れ る 防 災 ヘ リ の 仕 様 書 の 要 件 を 満 足 し

て い る と は 認 め ら れ ず ， 申 立 人 の 本 件 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格

に つ い て な し と 判 断 し た も の で あ る 。

な お ， 仕 様 書 第 １ ３ の １ に は ，「 本 仕 様 書 に 疑 義 が あ る 場

合 は ， 関 係 調 達 機 関 と 協 議 し ， そ の 指 示 及 び 承 認 を 受 け る こ

と 。」と 規 定 し て い る と こ ろ ，苦 情 申 立 人 は ，平 成 27 年 5 月 20

日 に 仕 様 書 に は 記 載 の な い 「 斜 め 格 納 」 が 可 能 で あ る か と の

疑 義 に つ い て 関 係 調 達 機 関 あ て に 問 い 合 わ せ ， 関 係 調 達 機 関

は 不 可 能 で あ る こ と を 回 答 し て い る 。 こ の 問 合 せ が あ っ た の

は ， 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 期 限 で あ る 同 月 22 日 の

わ ず か 2 日 前 で あ り ， し か も 関 係 調 達 機 関 が 不 可 能 で あ る こ

と を 回 答 し た に も か か わ ら ず ， 苦 情 申 立 人 は ， 強 引 に 「 斜 め

格 納 」 を 前 提 と し た 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 を 同 月

22 日 に 提 出 し た も の で あ る 。

こ の よ う な 重 要 な 問 題 点 に つ い て 疑 問 を 持 ち ， 関 係 調 達 機

関 の 判 断 と 異 な る 提 案 を す る の で あ れ ば ， 十 分 に 時 間 的 な 余

裕 を 持 っ た 上 で 関 係 調 達 機 関 と 協 議 し ， 承 認 を 受 け る べ き で

あ っ た と 考 え る 。 苦 情 申 立 人 の 行 為 は ， 仕 様 書 の 趣 旨 に 反 す

る も の で あ る こ と を 申 し 添 え る 。
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イ 当 該 機 を 「 斜 め 格 納 」 し た 場 合 の 問 題 点 に つ い て

当 該 機 に つ い て は ， ア に 述 べ た と お り 仕 様 書 の 寸 法 を 満 足

し て い な い と 判 断 す る が ， 仮 に 斜 め に 格 納 す る こ と を 前 提 と

し て も ， 機 体 と 格 納 庫 の 間 に 十 分 な 余 裕 を 確 保 で き ず ， 以 下

の よ う な 不 都 合 が 生 じ る た め ， 仕 様 書 の 寸 法 を 満 足 し な い だ

け で な く ， 運 用 上 の 問 題 も 多 い 。

① 機 体 損 傷 の 危 険

陸 上 を 自 走 す る こ と が で き な い 通 常 の ヘ リ コ プ タ ー は ， 降

着 装 置 に 車 輪 を 着 脱 し ， 専 用 器 具 で 牽 引 車 に 機 体 を 固 定 し て

移 動 さ せ る 。 当 該 機 も 同 様 で あ る が ， 本 件 格 納 庫 に 斜 め に 駐

機 さ せ る 場 合 は ， 機 体 の 寸 法 上 直 進 で の 入 出 庫 が で き な い こ

と か ら ， 方 向 転 換 し な が ら 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 。

こ の と き ， 機 体 と 格 納 庫 壁 等 と の 間 に 十 分 な 余 裕 が な い こ

と か ら （ 左 右 各 約 0.8 ｍ ， 前 後 各 約 1.4 ｍ 。）， 機 体 上 部 に 人

が 登 り ， 主 回 転 翼 が 格 納 庫 と 接 触 し な い よ う 常 に 手 作 業 で 調

整 す る 必 要 が あ る ほ か ， テ ー ル ロ ー タ ー の 位 置 が 高 く ， 格 納

庫 入 り 口 と の 余 裕 が 4 ㎝ し か な い こ と か ら （ テ ー ル ロ ー タ ー

最 高 部 の 高 さ 466 ㎝ ＋ 車 輪 10 ㎝ ＝ 476 ㎝ ， 格 納 庫 入 口 の 高 さ

480 ㎝ 。） 機 体 損 傷 の 危 険 を 伴 い ， 特 に 慎 重 な 作 業 を 必 要 と

す る 。

仮 に 機 体 が 損 傷 し た 場 合 に は ， 出 動 で き な く な る こ と に 加

え ， 修 繕 等 に 要 す る 期 間 は 飛 行 止 め と せ ざ る を 得 な い た め ，

県 民 の 安 全 確 保 へ の 影 響 が 極 め て 大 き い 。

② 作 業 員 や 航 空 隊 員 の 危 険 及 び 負 担 の 増 加

格 納 庫 に は ， 機 体 と 共 に ， 仕 様 書 別 表 １ － ３ 消 防 ・ 防 災 仕
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様 装 備 品 に 記 載 の と お り「 ６ 消 火 タ ン ク 」や「 ８ 救 急 担 架（ Ｅ

Ｍ Ｓ ） 装 置 」 等 の 消 防 防 災 業 務 用 の 資 機 材 を 配 置 し て い る 。

防 災 ヘ リ の 出 動 時 に は ， 活 動 内 容 に よ っ て こ れ ら の 装 備 品 を

選 択 し ， 機 体 へ の 積 込 み や 装 着 が 必 要 と な る 。 こ の た め ， 当

該 機 を 格 納 し た 状 態 で は ， 機 体 の 大 き さ の た め に 十 分 な 作 業

ス ペ ー ス や 作 業 動 線 が 確 保 で き な い 。

ま た ， 入 出 庫 の 作 業 に つ い て は ， 現 有 機 で は 牽 引 車 に １ 名

（ 機 長 ） と 機 体 後 部 の 監 視 １ 名 （ 予 備 航 空 隊 員 ） の 計 ２ 名 で

行 っ て い る が ， 当 該 機 の 場 合 に は ， 機 体 の 損 傷 を 避 け る た め

に ， 機 体 上 部 で 主 回 転 翼 を 動 か す 人 員 １ 名 と 機 体 の 左 右 で 監

視 を 行 う 人 員 ２ 名 の 計 ３ 名 が さ ら に 追 加 し て 必 要 と な る 。 こ

の 追 加 作 業 に は ， 航 空 隊 員 が 当 た る こ と と な る が ， こ れ ま で

機 体 の 出 庫 作 業 と 平 行 し て 行 っ て き た 隊 員 の 出 動 準 備 を 同 時

に 行 う こ と が で き な く な り ， 余 分 な 時 間 と 労 力 を 要 す る こ と

と な る 。

加 え て ， 緊 急 出 動 の 度 に 細 心 の 注 意 を 要 す る 出 庫 作 業 を 強

い ら れ る た め ， 隊 員 の 心 理 的 な ス ト レ ス が 著 し く 増 加 し ， 業

務 の 遂 行 に も 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す だ け で な く ， 機 体 上 部 の 作

業 員 は 移 動 し て い る 機 体 の 上 で の 作 業 と な る こ と か ら ， 転 落

や 格 納 庫 入 口 へ の 接 触 等 の お そ れ が あ り ，非 常 に 危 険 で あ る 。

関 係 調 達 機 関 は ， こ れ ま で 円 滑 か つ 迅 速 に 入 出 庫 で き る と

す る 要 件 を 示 し ， 加 え て 追 加 的 説 明 も 十 分 に 行 っ て い る こ と

か ら ， 本 件 一 般 競 争 入 札 に 関 す る 公 告 及 び 仕 様 書 に お け る 機

体 寸 法 に 関 す る 記 載 は ， 改 正 協 定 第 １ ０ 条 第 ７ 項 （ ａ ） の 規

定 が 要 求 す る 「 完 全 な 説 明 」 に 適 合 す る も の で あ る 。
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上 記 の と お り ， 仕 様 書 に 記 載 し た 要 件 は 改 正 協 定 第 １ ０ 条

第 ７ 項 （ ａ ） の 規 定 に 適 合 し て お り ， こ れ に 基 づ い て 苦 情 申

立 人 の 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 に つ い て 判 断 し た も の で あ る か

ら ， 改 正 協 定 第 ８ 条 第 ３ 項 （ ｂ ） の 規 定 に 適 合 す る も の で あ

る 。

（ ３ ） 苦 情 申 立 人 の 主 張 Ⅱ

ア 仕 様 書 記 載 の 要 件 に つ い て

関 係 調 達 機 関 は ， 本 件 調 達 の 対 象 と な る 物 品 が 特 定 の 用 途

に 供 す る ヘ リ コ プ タ ー で あ る こ と 等 か ら ， 通 常 の 格 納 方 法 が

入 口 に 対 し て 縦 置 き で あ る べ き 旨 を ， 政 府 調 達 に 関 す る 苦 情

申 立 て に 係 る 報 告 書 （ 以 下 「 本 件 報 告 書 」 と い う 。） に お い

て 詳 細 に 説 明 し て お ら れ る が ， 苦 情 申 立 人 は ， 当 初 よ り 主 張

し て い る と お り ， そ の よ う な 格 納 方 法 に よ る べ き こ と が 入 札

仕 様 書 に 明 確 に 記 載 さ れ て い な い 点 を 問 題 と し て い る に も か

か わ ら ず ， 本 件 報 告 書 は ， 苦 情 申 立 人 の 問 題 提 起 に 答 え る も

の と は な っ て い な い 。

関 係 調 達 機 関 が ， 本 件 調 達 の 対 象 と な る 物 品 の 特 殊 性 や そ

の 他 の 仕 様 書 の 記 載 か ら 格 納 方 法 が 縦 置 き で あ る べ き を 当 然

と 主 張 す る の は あ く ま で も 一 つ の 解 釈 で あ る 。

苦 情 申 立 人 は 仕 様 書 に 明 確 に 記 載 さ れ て い な い 解 釈 に よ る

要 件 を 根 拠 と し て ， 入 札 参 加 資 格 の 有 無 を 判 断 す べ き で な い

こ と を 問 題 と し て い る の で あ り ， 本 件 報 告 書 は ， 同 問 題 点 に

回 答 す る こ と を 回 避 し 争 点 を ず ら し た も の で あ る と い わ ざ る

を 得 な い 。
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イ 上 記 の と お り ， 関 係 調 達 機 関 に よ る 議 論 が 争 点 を ず ら し

た 議 論 で あ る こ と を 前 提 に し て も ， 関 係 調 達 機 関 の 議 論 に 対

し ， 苦 情 申 立 人 は 具 体 的 に 反 論 ・ 説 明 を す る こ と が で き る た

め ， 委 員 会 に 対 し て も そ の 機 会 を 頂 け る よ う お 願 い 申 し 上 げ

る 。

反 論 の 一 例 と し て ， 関 係 調 達 機 関 が 本 件 報 告 書 に お い て ，

本 件 防 災 ヘ リ に 高 度 な 緊 急 性 が 要 求 さ れ て い る と 述 べ て い る

こ と に つ い て 述 べ る 。 苦 情 申 立 人 の 機 材 に よ っ て ， 高 度 な 緊

急 性 に 対 応 で き な い と い う こ と は な い 。 斜 め 格 納 の 場 合 で あ

っ て も ， 縦 置 き の 場 合 と は 機 体 を 引 き 出 す 方 向 は 変 わ る も の

の ， 引 き 出 す 時 間 に 大 き な 違 い が あ る わ け で は な く ， 迅 速 に

出 動 し ， 必 要 と さ れ る 緊 急 任 務 を 完 遂 す る こ と が で き る 。

ま た ， 関 係 調 達 機 関 に よ る 本 件 報 告 書 は ， 日 本 の 全 て の 自

治 体 で 直 進 移 動 に よ る 格 納 を と っ て い る と の 例 を 示 さ れ て い

る が ， 直 進 移 動 と い う 点 に 固 執 し ， 他 県 に お け る 実 際 の 運 用

形 態 に 必 ず し も 配 慮 し て お ら ず ， 関 係 調 達 機 関 に と っ て 都 合

の 良 い 解 釈 の み が 展 開 さ れ て い る 。

ウ 本 件 報 告 書 で は ， 人 命 救 助 を 最 優 先 と し ， そ の た め に 迅

速 な 出 動 が 必 要 と 主 張 さ れ て い る が ， 格 納 庫 か ら の 出 動 の み

が 一 刻 一 秒 を 争 う 部 分 に 影 響 を 及 ぼ す 要 素 で あ る か の よ う な

主 張 に は 異 論 を 差 し 挟 む 余 地 が あ る 。実 際 に 用 務 に よ っ て は ，

装 備 品 や 燃 料 の 調 整 も 行 う こ と が あ り ， そ れ に よ っ て 必 要 と

さ れ る 出 動 時 間 は 変 動 す る 。 機 体 の 出 し 入 れ だ け に 特 化 し た

議 論 は ， 偏 り の あ る 意 見 と い わ ざ る を 得 な い 。
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エ 出 動 要 請 が あ っ た 際 ， 格 納 庫 か ら 直 接 出 動 し な い 例 も あ

り ， エ プ ロ ン か ら の 出 動 を 実 施 し て い る 自 治 体 も あ る 中 ， 全

て の 自 治 体 が 直 進 を 前 提 と し て 出 動 と し て い る の は 偏 り が あ

る 考 え で あ る 。 予 め 前 方 に 機 体 を 配 置 を す る の は 大 き な 格 納

庫 を 持 つ 自 治 体 で あ り ， 大 分 県 の よ う に 一 機 し か 収 納 で き な

い 格 納 庫 の 場 合 ， 最 も 迅 速 に 出 動 で き る の は ， 格 納 庫 か ら で

は な く ， 事 前 に エ プ ロ ン に 配 備 し て お く 場 合 で あ る 。

オ 格 納 庫 内 の 他 の 機 体 の 収 納 状 況 等 に よ り ， 縦 置 き し て い

る 自 治 体 で も す ぐ に は 出 せ な い 自 治 体 も あ り ， 縦 置 き と い う

点 が 迅 速 な 出 動 と い う 課 題 の 解 決 に 必 ず し も 直 結 し て い る と

は い え な い 。

カ 方 向 転 換 し な が ら 機 体 を 移 動 さ せ る 方 法 は 極 め て 特 殊 な

も の で あ る と い う 本 件 報 告 書 の 意 見 は 正 論 で は な い 。 移 動 ラ

イ ン を 決 め て お け ば ， 直 進 と 同 じ 時 間 で 搬 出 で き る の は 東 京

ヘ リ ポ ー ト 等 で も み ら れ る 手 法 で あ る 。

キ 本 件 報 告 書 に お い て ， 仕 様 書 に 疑 問 が あ る 場 合 に 関 係 調

達 機 関 と 協 議 し 承 認 を 受 け る べ き で あ っ た と い う 点 に つ い

て ， 苦 情 申 立 人 は 定 め ら れ た 期 間 内 に 協 議 を 実 施 し て お り ，

こ の 点 に つ い て 何 ら 不 利 な 扱 い を 受 け る べ き 立 場 に は な い 。

ク 本 件 報 告 書 ２ （ 本 報 告 書 第 ４ （ ２ ） イ ） に 述 べ ら れ て い

る 点 に つ い て は ， 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い る 寸 法 を 超 え て ， 空

間 の 余 裕 や 更 に 要 求 基 準 が 求 め ら れ る の で あ る と す れ ば ， そ

れ は 元 々 明 確 な 客 観 的 評 価 基 準 と し て 仕 様 書 に 記 載 さ れ る べ
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き も の で あ り ， 損 傷 の 危 険 や 安 全 な ど と い う 主 観 的 基 準 を 後

か ら 主 張 す べ き で は な い 。

こ の 点 を 苦 情 申 立 人 は 当 初 か ら 主 張 し て い る も の で あ る 。

本 件 報 告 書 に お い て 関 係 調 達 機 関 は ， テ ー ル ロ ー タ ー と 格

納 庫 入 り 口 に ４ ｃ ｍ し か 余 裕 が な い と 主 張 さ れ て い る 。 こ れ

は あ え て ロ ー タ ー を 垂 直 に し て 計 測 さ れ て い る も の で あ る

が ，水 平 に す れ ば １ ．３ ｍ ほ ど 下 が る た め ，何 ら 問 題 は な い 。

関 係 調 達 機 関 の 防 災 ヘ リ 格 納 庫 に 床 の 特 徴 や ， 格 納 方 法 に

指 定 が あ る の で あ れ ば ， 技 術 仕 様 要 件 又 は 寸 法 要 件 の 解 説 と

し て 仕 様 書 又 は そ の 他 の 資 料 に 予 め 完 全 に 説 明 さ れ て い る べ

き で あ る が ， か か る 説 明 は ， 本 仕 様 書 に も 解 説 資 料 に も 一 切

触 れ ら れ て お ら ず ， 後 に な っ て 一 方 的 に 付 け 加 え ら れ た も の

で あ り ， 本 件 仕 様 書 及 び 解 説 資 料 が 改 正 協 定 第 １ ０ 条 第 ７ 項

（ ａ ） の 求 め る 「 完 全 な 説 明 」 に な っ て い な い こ と は 明 ら か

で あ る 。

入 札 資 格 判 断 が な さ れ た 後 に ，「 斜 め 格 納 」 し た 場 合 の 機

体 損 傷 の 危 険 や 安 全 性 へ の 弊 害 等 ， 主 観 的 と も い え る 評 価 基

準 を 示 さ れ る こ と は と う て い 納 得 で き る も の で は な く ， 特 定

の 機 種 を 有 利 に 取 り 扱 う た め に な さ れ た 意 図 的 な 解 釈 と 受 け

取 ら れ て も 仕 方 が な い ， 入 札 資 格 判 断 の 正 当 性 を 疑 わ し め る

も の で あ る 。以 上 に よ り 本 件 報 告 書 で 説 明 さ れ て い る 内 容 は ，

改 正 協 定 第 １ ０ 条 第 ７ 項 （ ａ ） に 定 め る 要 件 を 満 た す も の で

は な い 。

関 係 調 達 機 関 の 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い る 客 観 的 な 寸 法 を 超

え た 空 間 の 余 裕 や 要 求 基 準 が 求 め ら れ る の で あ れ ば ， そ れ は
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元 々 明 確 な 客 観 的 基 準 と し て 仕 様 書 に 記 載 さ れ る べ き も の で

あ り ， 本 件 報 告 書 で 説 明 さ れ て い る 内 容 は ， 本 件 仕 様 書 に お

い て 事 前 に 特 定 さ れ て い る 条 件 と は い え な い 。

従 っ て ， 本 件 入 札 参 加 資 格 判 断 は ，「 入 札 説 明 書 に お い て

事 前 に 特 定 し た 条 件 」 に 基 づ い て な さ れ た も の で は な く ， 改

正 協 定 第 ８ 条 第 ３ 項 （ ｂ ） の 規 定 に 抵 触 す る 。

第 ５ 委 員 会 に お け る 検 討

委 員 会 は ， 苦 情 申 立 人 の 平 成 27 年 6 月 15 日 付 け 本 件 申 立 て に

つ い て ， 同 月 23 日 受 理 し ， 同 月 24 日 本 件 申 立 て を 受 理 し た 旨 公

示 し た 。

平 成 27 年 7 月 21 日 に 委 員 会 を 開 催 し ， 検 討 を 開 始 し た 。

委 員 会 で の 検 討 経 過

第 １ 回 平 成 27 年 7 月 21 日

第 ２ 回 平 成 27 年 7 月 24 日

第 ３ 回 平 成 27 年 7 月 30 日

（ 苦 情 申 立 人 及 び 関 係 調 達 機 関 が 意 見 を 陳 述 し た 。）

第 ４ 回 平 成 27 年 8 月 4 日

第 ６ 委 員 会 の 判 断

１ 改 正 協 定 の 適 用 に つ い て

関 係 調 達 機 関 は ，改 正 協 定 付 属 書 Ⅰ 付 表 ２ の 地 方 政 府 の 機 関「 地
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方 自 治 法 の 適 用 を 受 け る 全 て の 都 道 府 県 及 び 指 定 都 市 」 に 該 当 す

る こ と か ら ， 改 正 協 定 の 適 用 対 象 と な る 。 ま た ， 本 件 調 達 は ， 20

万 特 別 引 出 権 を 超 え る 価 格 の 調 達 契 約 に 係 る も の で あ り ， か つ ，

改 正 協 定 第 ３ 条 に 該 当 し な い こ と は 明 ら か で あ る か ら ， 改 正 協 定

の 適 用 対 象 と な る 。

２ 本 件 申 立 て の 適 法 性 に つ い て

（ １ ） 苦 情 申 立 て の 時 期 等 に つ い て

政 府 調 達 に 関 す る 苦 情 の 処 理 手 続 （ 平 成 8 年 6 月 14 日 大 分 県 告

示 第 584 号 ）（ 以 下 「 処 理 手 続 」 と い う 。） 第 ５ 苦 情 の 検 討 の 手

続 １ に よ れ ば ，「 供 給 者 は ，調 達 手 続 の い ず れ の 段 階 で あ っ て も ，

協 定 等 の 規 定 に 反 す る 形 で 調 達 が 行 わ れ た と 判 断 す る 場 合 に は ，

苦 情 の 原 因 と な っ た 事 実 を 知 り ， 又 は 合 理 的 に 知 り 得 た と き か ら

10 日 以 内 に ，書 面 に よ り 委 員 会 へ 苦 情 を 申 立 て る こ と が で き る 。」

と さ れ て い る 。 苦 情 申 立 て に つ い て 却 下 事 由 に 該 当 す る か に つ い

て ， 以 下 ， 個 別 に 検 討 す る 。

ア 供 給 者 は 苦 情 の 原 因 と な っ た 事 実 を 知 り ， 又 は 合 理 的 に 知

り 得 た 日 か ら 10日 以 内 に 苦 情 の 申 立 て を 行 っ た か 否 か に つ

い て

平 成 27 年 6 月 5 日 に 関 係 調 達 機 関 か ら ， 苦 情 申 立 人 に 対 し

「 １ ．機 体 寸 法 が 仕 様 に 適 合 し て い な い た め 入 札 参 加 資 格 な し 」

と し て ，入 札 参 加 資 格 確 認 結 果 通 知 書 を 送 付 し て い る こ と よ り ，

苦 情 申 立 人 が ， 苦 情 の 原 因 と な っ た 事 実 を 知 り ， 又 は 合 理 的 に

知 り 得 た 日 は ，平 成 27 年 6 月 5 日 で あ る と す る の が 相 当 で あ る 。
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ま た ， 書 面 に よ る 申 立 て は ， 平 成 27 年 6 月 15 日 の 日 付 印 の

郵 便 で 提 出 さ れ て お り ， 平 成 27 年 6 月 5 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て

10 日 以 内 に 本 件 申 立 て が 行 わ れ て い る と 認 定 で き る こ と か ら ，

本 件 申 立 て は 苦 情 申 立 て が で き る 期 間 を 徒 過 し て な さ れ た も の

で は な く ，処 理 手 続 第 ５ 苦 情 の 検 討 の 手 続 の ４ の ( 1 )に あ る「 遅

れ て 申 立 て が 行 わ れ た 場 合 」 と い う 却 下 事 由 に は 該 当 し な い 。

イ 協 定 等 （ W T Oの 協 定 ） と 無 関 係 な 場 合 に 当 た る か に つ い て

本 件 申 立 て は ， 改 正 協 定 第 １ ０ 条 第 ７ 項 （ ａ ） 及 び ， 改 正 協

定 第 ８ 条 第 ３ 項 （ ｂ ） に 関 係 す る と 考 え ら れ る こ と よ り ， 処 理

手 続 第 ５ 苦 情 の 検 討 の 手 続 の ４ の ( 2 )に あ る 「 協 定 等 と 無 関 係

な 場 合 」 と い う 却 下 事 由 に は 該 当 し な い 。

ウ 軽 微 ま た は 無 意 味 な 場 合 に 当 た る か に つ い て

本 件 申 立 て は ， 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 要 件 で ， 入 札 参 加

資 格 な し と さ れ た と い う こ と に 端 を 発 し て い る こ と か ら ， 違 反

の 程 度 及 び 調 達 に 与 え る 影 響 が 軽 微 で あ る と い う こ と は で き な

い 。ま た ，製 品 の 納 入 期 限 は 平 成 29 年 2 月 28 日 と な っ て お り ，

契 約 履 行 は 終 了 し て い な い た め ，「 無 意 味 な 場 合 」 に も 該 当 し

な い 。

よ っ て ，処 理 手 続 第 ５ 苦 情 の 検 討 の 手 続 の ４ の ( 3 )に あ る「 軽

微 又 は 無 意 味 な 場 合 」 に は 該 当 し な い 。

エ 供 給 者 か ら の 申 立 て で あ る か に つ い て

本 件 申 立 て は ， ベ ル ヘ リ コ プ タ ー 株 式 会 社 の 代 表 取 締 役 社 長

で あ る リ チ ャ ー ド ・ ソ ー ン リ ー 氏 か ら 委 任 を 受 け た 外 国 法 共 同

事 業 ジ ョ ー ン ズ ・ デ イ 法 律 事 務 所 弁 護 士 鈴 木 正 具 氏 及 び 弁 護 士
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德 本 尚 子 氏 の 連 名 で 行 わ れ て い る こ と ， 及 び ， ベ ル ヘ リ コ プ タ

ー 株 式 会 社 は ， 政 府 調 達 に 関 す る 苦 情 の 処 理 手 続 細 則 （ 平 成 １

２ 年 ３ 月 ３ １ 日 制 定 大 分 県 知 事 ） 第 １ の １ （ ２ ） の ウ 「 入 札 参

加 資 格 手 続 に お い て 参 加 を 認 め ら れ な か っ た 者 」 に 該 当 す る こ

と か ら ， 処 理 手 続 第 ５ 苦 情 の 検 討 の 手 続 の ４ の ( 4 )に あ る 「 供

給 者 か ら の 申 立 て で な い 場 合 」と い う 却 下 事 由 に は 該 当 し な い 。

オ そ の 他 委 員 会 に よ る 検 討 が 適 当 で な い 場 合 に 当 た る か に つ

い て

委 員 会 に よ る 検 討 が 適 当 で な い と す る 特 段 の 考 慮 す べ き 事 情

も な い の で ， 処 理 手 続 第 ５ 苦 情 の 検 討 の 手 続 の ４ の ( 5 )に あ る

「 そ の 他 委 員 会 に よ る 検 討 が 適 当 で な い 場 合 」 と い う 却 下 事 由

に は 該 当 し な い 。

３ 関 係 調 達 機 関 が ， 平 成 2 7年 6月 5日 付 け 消 保 第 6 3 6号 で 苦

情 申 立 人 あ て 通 知 し た ， 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 結 果 は ，

同 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い る 事 項 以 外 の 要 件 に よ り 判 断 さ れ た

も の か ど う か と い う 点 に つ い て

（ １ ） 仕 様 書 に よ る 説 明 の 捉 え 方 等 に つ い て

本 件 申 立 て に お い て ,苦 情 申 立 人 は ,「 仕 様 書 に は ,機 体 寸

法 に つ い て ,『 大 分 県 防 災 航 空 隊 格 納 庫 （ 有 効 寸 法 幅 １ ５ ．

６ ４ ｍ × 奥 行 き １ ６ ． ８ ５ ｍ × 高 さ ４ ． ８ ｍ ） に 主 回 転 翼 を

折 り た た む こ と な く 収 納 で き ,格 納 庫 内 で 手 回 し に よ る 回 転

翼 の 点 検 整 備 が で き る こ と 』 と の 記 載 し か な さ れ て お ら ず ,

（ 関 係 調 達 機 関 は ） 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い る 事 項 以 外 の 要 件
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に よ り 参 加 資 格 を 判 断 し た も の で あ り ,不 当 で あ る 。」 と 主

張 し て い る 。

こ の た め ,当 該 仕 様 書 に よ る 事 前 の 説 明 を ど の よ う に 捉 え

る か と い う こ と が 問 題 に な る 。

申 立 て の 趣 旨 か ら ,ま ず ,関 係 調 達 機 関 の 調 達 手 続 が ,改 正

協 定 第 １ ０ 条 第 ７ 項 (a )に ,違 反 し て い な い か に つ い て 検 討 す

る こ と と し た 。

改 正 協 定 第 １ ０ 条 第 ７ 項 (a )は ,入 札 説 明 書 に 対 し て そ れ ぞ

れ 「 調 達 （ 調 達 さ れ る べ き 物 品 又 は サ ー ビ ス の 特 質 及 び 数 量

（ 数 量 が 不 明 な 場 合 に は ,数 量 の 見 積 り ） 並 び に 満 た す べ き

要 件 （ 技 術 仕 様 ,適 合 性 評 価 の 証 明 ,設 計 図 ,図 案 又 は 解 説 資

料 を 含 む 。） を 含 む 。）」 に つ い て の 「 完 全 な 説 明 」 を 要 求 し

て い る 。

入 札 説 明 書 に よ る 「 完 全 な 説 明 」 に つ い て は ,競 争 入 札 に

当 た り ,「 供 給 者 が そ の 有 効 な 入 札 書 を 準 備 し ,か つ ,提 出 す

る た め に 必 要 な す べ て の 情 報 を 含 む 入 札 説 明 書 が 入 手 で き

る 」 こ と に よ り 公 平 な 参 加 機 会 を 与 え る た め に 必 須 の 事 項 で

あ る 。 し た が っ て ,仕 様 書 に つ い て は ,調 達 目 的 が 達 成 で き る

範 囲 で の 性 能 等 に つ い て ,わ か り や す く 記 載 し な け れ ば な ら

な い の は 当 然 で あ る が ,調 達 物 品 や サ ー ビ ス の 性 質 ， 方 式 や

形 態 ,運 用 方 法 等 に よ っ て は ， 事 前 に あ ら ゆ る ケ ー ス を 想 定

し て ,明 確 か つ 完 全 に 記 述 で き な い 場 合 も 考 え ら れ る た め ，

追 加 的 な 説 明 の 一 切 を 認 め な い と い う 趣 旨 で は な い 。
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平 成 2 6年 1 0月 1 0日 付 け ,検 委 事 第 1 3号 政 府 調 達 苦 情 検 討 委

員 会 報 告 書 で は ,改 正 協 定 第 1 0条 第 7項 （ a） に つ い て は 「 供

給 者 の 利 益 を 考 慮 す る ば か り で な く ,入 札 説 明 書 の 記 載 が 不

十 分 な こ と に よ っ て 本 来 供 給 を 行 う こ と が 可 能 な 者 の 応 札 意

欲 を 損 な わ せ る よ う な こ と が あ っ て は な ら な い と の 趣 旨 か ら

定 め ら れ た も の で あ る 。 た だ し ,関 係 調 達 機 関 が ,入 札 説 明 書

に お い て ,『 完 全 な 説 明 』 を 意 図 し て 記 載 し た と し て も ,入 札

説 明 書 自 体 で は 『 完 全 な 説 明 』 に な っ て い な い 場 合 も あ り 得

る 。 そ の 場 合 に は ,要 求 さ れ る 物 品 等 の 性 質 に よ っ て ,関 係 調

達 機 関 が 追 加 的 に 説 明 す る と い う 対 応 を 行 う こ と も や む を 得

な い と 考 え ら れ る 場 合 が あ り 得 る ( p 3 5 )。」 と 述 べ ,ケ ー ス に

よ っ て は 入 札 説 明 書 を 追 加 的 な 説 明 に よ り 補 完 し な け れ ば な

ら な い 場 合 も あ る こ と を 認 め て い る 。

当 該 事 案 に あ っ て は ， 仕 様 書 に 技 術 仕 様 等 の 情 報 が 十 分 に

記 載 さ れ て い な か っ た う え ， 苦 情 申 立 人 と 関 係 調 達 機 関 の 間

で 協 議 が 十 分 に 行 わ れ て い な か っ た こ と な ど に よ り ，「 契 約

を 破 棄 す る 」「 新 た に 調 達 手 続 き を 行 う 」 と い う 提 案 に 至 っ

た も の で あ る 。

同 様 に 平 成 24年 4月 24日 付 け ,検 委 事 第 11号 政 府 調 達 苦 情 検

討 委 員 会 報 告 書 で は ，「 応 札 し た 事 業 者 ３ 者 と も ， 当 初 の 応

札 に お い て は 関 係 調 達 機 関 が 求 め る 有 効 な 技 術 仕 様 書 （ 積 算

資 料 等 ） を 提 出 で き な か っ た の で あ り ， 入 札 説 明 書 に お い て

『 供 給 者 が 有 効 な 入 札 書 を 提 出 す る た め 』 の 『 完 全 な 説 明 』

が な さ れ て い た か ど う か 疑 義 が あ る と 考 え ら れ る ( p 1 9 )。」

と し て い る 。

当 該 事 案 に あ っ て は ， も と も と の 仕 様 書 が 具 体 性 に 乏 し く
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入 札 参 加 者 に は 容 易 に 理 解 で き る も の で は な く ， 当 初 の 応 札

で 有 効 な 技 術 仕 様 書 （ 積 算 資 料 等 ） が 提 出 で き る よ う に な っ

て い な か っ た こ と な ど に よ り ，「 契 約 を 破 棄 す る 」「 調 達 条

件 は 変 え ず ， 再 度 調 達 を 行 う 」 と い う 結 論 に 至 っ た も の で あ

る 。

以 上 の ２ つ の 事 案 で は ， 追 加 的 な 説 明 と し て 協 議 が 十 分 に

な さ れ た か ど う か ， 応 札 者 が 理 解 し や す い 仕 様 書 と な っ て い

た か ど う か と い っ た 点 が ， 判 断 の 基 準 と な っ て い る 。

本 件 申 立 て に お い て ， 関 係 調 達 機 関 の 「 調 達 計 画 の 公 示 」

（ 平 成 2 7年 4月 2 1日 大 分 県 公 告 ） が 指 示 す る 「 入 札 説 明 書 」

の 「 消 防 防 災 ヘ リ コ プ タ ー 調 達 仕 様 書 」 は 「 第 1 総 則 」 か

ら 「 第 13 そ の 他 」 で 構 成 さ れ る が ,今 回 ,苦 情 申 立 人 に よ っ

て 問 題 と さ れ た 部 分 は ,「 第 5 構 造 等 2機 体 寸 法 」 に つ い て

で あ る 。

苦 情 申 立 人 は ，「（ 関 係 調 達 機 関 は ，） 仕 様 書 に 記 載 さ れ て

い な い 要 件 を 根 拠 に し て 入 札 参 加 資 格 が な い と 判 断 し た 。」

と 主 張 し て い る 。

一 方 で ， 関 係 調 達 機 関 は ，「 仕 様 書 で 示 し た 機 体 寸 法 の 条

件 は ， 本 県 防 災 航 空 隊 格 納 庫 に 駐 機 す る こ と を 前 提 に ， 緊 急

時 の 出 入 庫 や 日 々 の 整 備 点 検 を 円 滑 に 実 施 で き る 寸 法 で あ る

こ と を 示 し た も の で あ る 。」 と 主 張 し て い る 。

こ こ で ， 関 係 調 達 機 関 が ， 平 成 ２ ７ 年 ６ 月 ５ 日 付 け 文 書 に

よ り ， 苦 情 申 立 人 あ て 「 入 札 参 加 資 格 な し 」 と 通 知 す る ま で
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の 経 過 を 振 り 返 る と ， 関 係 調 達 機 関 は 苦 情 申 立 人 に 対 し て ，

平 成 ２ ７ 年 ５ 月 ２ ０ 日 の 電 話 で 「（ 苦 情 申 立 人 提 案 予 定 の 機

体 は ，） 全 長 が 長 く 格 納 で き な い 。」 と 伝 え ， 同 ５ 月 ２ ５ 日

の 電 話 で「 斜 め 格 納 は 困 難 と 判 断 し て い る 。」と 伝 え て い る 。

ま た ， ５ 月 ２ ８ 日 付 け の 苦 情 申 立 人 か ら の 異 議 申 立 文 書 を

受 け ， 入 札 期 日 を ６ 月 ２ 日 か ら ６ 月 ９ 日 へ 延 期 し ， 新 た に １

週 間 の 協 議 期 間 を 設 け た う え で ， 苦 情 申 立 人 に 対 し て ６ 月 ２

日 付 け 公 文 書 で 斜 め 格 納 す る 場 合 の 具 体 的 な 方 法 ，必 要 人 員 ，

作 業 時 間 等 の 論 点 を 示 し ， 苦 情 申 立 人 に 格 納 方 法 等 に つ い て

の 追 加 説 明 の 機 会 を 与 え て い る 。

こ の 協 議 は ， 関 係 調 達 機 関 が ， 仕 様 書 に 調 達 機 材 の 構 造 や

性 能 等 仕 様 を 記 載 し た も の の ,通 常 の 運 用 に お い て は 想 定 し

得 な い 斜 め の 格 納 の 運 用 方 法 に つ い て 苦 情 申 立 人 か ら 提 案 を

受 け ， 寸 法 ぎ り ぎ り の ス ペ ー ス へ の 斜 め 格 納 で は ,迅 速 か つ

安 全 確 実 な 出 入 庫 が 危 ぶ ま れ ， 日 常 的 に 厳 し い 運 用 を 強 い ら

れ る こ と か ら ,防 災 ヘ リ 調 達 の 目 的 に 合 致 し な い と 判 断 し ，

要 件 を 満 た さ な い 理 由 を 示 し て 苦 情 申 立 人 に 伝 え た も の と 考

え ら れ る 。

こ れ は ,同 仕 様 書 の 「 第 13 そ の 他 の 1 本 仕 様 書 に 疑 義 が

あ る 場 合 は ,本 県 と 協 議 し ,そ の 指 示 及 び 承 認 を 受 け る こ と 。」

に お い て あ ら か じ め 明 示 し て 説 明 し て い る 事 項 に 基 づ き ,疑

義 の あ っ た 仕 様 を 明 確 化 し た も の と 捉 え る こ と が で き る こ と

か ら 「 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 要 件 を 根 拠 に し て 入 札 参 加

資 格 が な い 」 と の 判 断 を し た と ま で は い え な い 。

「 完 全 な 説 明 」 を 補 完 す る た め の 当 該 「 協 議 と 承 認 」 の 適
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用 に つ い て は ,関 係 調 達 機 関 に 一 方 的 か つ 無 制 限 な 決 定 権 が

与 え ら れ て い る 訳 で は な く ,対 等 な 立 場 で 契 約 の 準 備 が 行 わ

れ る べ き は 論 を 待 た な い と こ ろ で あ る 。

一 方 ,調 達 対 象 と な る 機 体 の 運 用 上 の 要 求 （ 本 件 調 達 に お

い て は ,出 入 庫 操 作 の 迅 速 性 ・ 安 全 性 ） に つ い て は ,格 納 庫 の

大 き さ や 形 状 ， ヘ リ コ プ タ ー の 運 用 形 態 や 操 作 の 熟 練 度 ,要

員 の 数 等 に よ り 評 価 が 分 か れ る と こ ろ で あ り ,一 律 に 判 断 す

る こ と は で き な い 。

し か し な が ら ,本 件 調 達 に つ い て は ,関 係 調 達 機 関 の 使 用 目

的 が 緊 急 ・ 迅 速 な 活 動 を 旨 と す る 防 災 ヘ リ で あ り ,関 係 調 達

機 関 に は ,一 刻 も 早 く か つ 確 実 に 被 災 現 場 や 人 命 救 助 を 行 う

地 点 に 到 達 し ,本 来 の 使 命 を 果 た す 責 務 が あ り ,か つ ,県 民 か

ら も そ の こ と を 強 く 期 待 さ れ て い る と こ ろ か ら ,使 用 機 の 出

動 か ら 帰 還 ま で の 過 程 に お い て ,活 動 の 遅 滞 な い し 停 止 の リ

ス ク を 最 小 限 に し な け れ ば な ら な い と い う 要 請 は ,本 件 調 達

の 趣 旨 の 核 心 部 分 と な っ て い る 。

こ う し た 目 的 ,使 命 を 持 つ 防 災 ヘ リ の 調 達 に 関 し て ,実 際 に

機 体 を 取 得 ・ 運 用 し よ う と す る 関 係 調 達 機 関 が ,仕 様 書 の 協

議 事 項 に 基 づ い て ，苦 情 申 立 人 か ら の 協 議 に 応 じ る と と も に ，

当 初 予 定 し て い た 入 札 期 日 を 延 期 し て ， 苦 情 申 立 人 の 提 案 に

つ い て ， 詳 細 な 協 議 を 行 う 機 会 を 設 け た も の の ， 当 該 提 案 に

よ っ て は ， 緊 急 出 動 の 遅 滞 な い し 停 止 の リ ス ク な し と の 判 断

に は 至 ら な か っ た も の で あ り ， 苦 情 申 立 人 か ら 協 議 の あ っ た

提 案 を 承 認 し な か っ た こ と は や む を 得 な い 。
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（ ２ ） 入 札 参 加 資 格 の 有 無 に 係 る 評 価 等 に つ い て

改 正 協 定 第 ８ 条 第 ３ 項 (b )は ,供 給 者 が 参 加 の た め の 条 件 を

満 た す か 否 か を 評 価 す る に 当 た り ,「 公 示 又 は 入 札 説 明 書 に

お い て 事 前 に 特 定 し た 条 件 に 基 づ い て 評 価 す る こ と 」 を 要 求

し て い る が ,（ １ ） 仕 様 書 に よ る 説 明 の 捉 え 方 等 に つ い て ，

に お い て 述 べ た と お り ,斜 め に 格 納 し て 運 用 す る こ と は ,仕 様

の 明 確 な 適 用 に よ っ て ,当 該 防 災 ヘ リ 調 達 の 目 的 に 適 合 し な

い 旨 説 明 し て い る た め ,関 係 調 達 機 関 が 苦 情 申 立 人 を 「 入 札

参 加 資 格 な し 」 と 判 定 し た こ と に 瑕 疵 は な い と 考 え ら れ る 。
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４ 結 論

以 上 の 検 討 を 踏 ま え る と ,

仕 様 書 に 一 般 的 に 求 め ら れ る 要 求 基 準 を 示 し た う え で ,さ

ら に 仕 様 書 に 明 記 さ れ て い な い こ と に つ い て の 協 議 条 項 を 設

け る こ と で ,ま た ,実 際 に ,苦 情 申 立 人 側 か ら の 疑 義 照 会 が あ

り ,関 係 調 達 機 関 が 対 応 し て い る こ と で ,調 達 に 係 る 技 術 仕 様

の 「 完 全 な 説 明 」 は 果 た さ れ て い る も の と 考 え ら れ る 。 し た

が っ て ,関 係 調 達 機 関 の 調 達 手 続 き は ,改 正 協 定 第 １ ０ 条 第 ７

項 （ ａ ） に 違 反 し て い る と は い え な い 。

今 回 の 調 達 行 為 に お い て ,関 係 調 達 機 関 は ,入 札 参 加 資 格 の

有 無 に 関 し て ,事 前 に 明 ら か に し た 条 件 に 基 づ い て 適 切 に 評

価 し た も の と 認 め ら れ る こ と か ら ,改 正 協 定 第 ８ 条 第 ３ 項

（ ｂ ） に 違 反 し て い る と は い え な い 。

以 上 の こ と か ら ,本 件 調 達 に お け る 関 係 調 達 機 関 の 調 達 手

続 き に は 瑕 疵 は 認 め ら れ ず ,関 係 調 達 機 関 が ， 平 成 ２ ７ 年 ６

月 ５ 日 付 け 消 保 第 ６ ３ ６ 号 で 苦 情 申 立 人 あ て 通 知 し た 一 般 競

争 入 札 参 加 資 格 確 認 結 果 は ,同 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い る 事 項

以 外 の 要 件 に よ り 判 断 さ れ た も の と は い え な い 。し た が っ て ,

今 回 の 政 府 調 達 に 関 す る 苦 情 申 立 て の 趣 旨 で あ る 「 一 般 競 争

入 札 参 加 資 格 審 査 に つ き ,再 審 査 を 求 め る 。」 と の 主 張 は 採

用 で き な い 。
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